
―

連
携
取
組
で
育
て
た
い
人
材
像
と
は
。

こ
の
取
組
で
目
指
す
の
は
、
「
環
境
の
取
組
を
理
解
し
、

持
続
可
能
な
発
展
を
拡
げ
る
こ
と
の
で
き
る
人
材
」
、

「
課
題
に
対
す
る
実
践
力
を
持
つ
人
材
」
等
の
育
成
で
す
。

―

そ
の
よ
う
な
人
材
を
必
要
と
す
る
背
景
に
は
、
ど
の
よ

う
な
課
題
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

北
九
州
地
域
は
、
世
界
に
誇
る
環
境
技
術
を
有
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
国
内
外
へ
Ｐ
Ｒ
す
る
広
報

戦
略
や
技
術
継
承
の
た
め
の
人
材
育
成
戦
略
等
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ

の
素
養
を
有
し
た
人
材
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

北
九
州
市
や
地
元
の
産
業
界
か
ら
、
地
域
再
生
を
図
る
た

め
、
こ
の
よ
う
な
人
材
育
成
を
強
く
要
請
さ
れ
て
い
ま
す
。

―

な
ぜ
こ
の
８
大
学
で
連
携
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す

か
。こ

の
取
組
は
、
北
九
州
地
域
に
お
け
る
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
素
養

を
有
し
た
人
材
育
成
が
目
的
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
環

境
を
は
じ
め
、
医
療
、
福
祉
、
多
文
化
共
生
等
の
幅
広
い

分
野
の
知
識
や
実
践
的
活
動
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
、
医

学
・
歯
学
・
工
学
・
文
系
の
分
野
を
超
え
た
市
内
の
８
大

学
が
連
携
す
る
こ
と
で
、
各
大
学
の
強
み
を
結
集
し
た
取

組
を
行
い
ま
す
。

―

取
組
は
５
年
間
実
施
し
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
計
画
を
立

て
て
い
ま
す
か
。

平
成

年
度
は
、
中
心
市
街
地
に
「
ま
ち
な
か
Ｅ
Ｓ
Ｄ

セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
素
養
を
有
し
た
人
材

育
成
の
た
め
に
必
要
な
講
座
や
実
践
活
動
等
の
メ
ニ
ュ
ー

を
整
備
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
平
成

年
度
か
ら
は
、
同
セ

ン
タ
ー
を
拠
点
に
連
携
大
学
の
学
生
が
地
域
実
践
活
動
に

本
格
的
に
取
り
組
み
、
平
成

年
度
に
は
海
外
で
も
実
践

活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。
そ
し
て
、
平
成

年
度
に
は
、

こ
の
取
組
に
賛
同
を
得
た
地
元
企
業
等
か
ら
の
寄
付
金
を

基
に
「
地
域
Ｅ
Ｓ
Ｄ
推
進
基
金
」
を
設
立
し
、
取
組
期
間

終
了
後
の
自
律
的
な
運
営
を
行
う
仕
組
み
を
構
築
し
ま
す
。

―
こ
の
事
業
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
で
、
新
た
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

こ
の
取
組
は
、
北
九
州
地
域
に
お
け
る
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
素
養

を
有
し
た
人
材
育
成
が
目
的
で
あ
り
、
対
象
は
１
万
６
千

人
を
越
え
る
、
連
携
校
全
て
の
学
生
で
す
。
「
ま
ち
な
か

Ｅ
Ｓ
Ｄ
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
そ
こ
を
拠
点

に
、
大
学
の
垣
根
を
越
え
て
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
理
念
を
吸
収
し
、

そ
し
て
発
信
で
き
る
よ
う
な
人
材
を
輩
出
し
ま
す
。

―

取
組
の
中
に
は
、
各
大
学
等
で
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た

活
動
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
も
の
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

こ
の
取
組
で
は
、
地
域
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
各

大
学
が
独
自
に
取
り
組
ん
で
い
た
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ

い
て
、
新
た
に
大
学
横
断
的
な
チ
ー
ム
を
編
成
す
る
こ
と

で
、
専
門
性
の
深
さ
と
多
角
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
両
立
を

図
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
複
雑
多
岐
に
わ
た
る
地
域
課

題
を
効
果
的
・
効
率
的
に
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
こ
の
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
年
間

プ
ロ
グ

ラ
ム
以
上
実
施
し
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
関
連
講
座
と
合
わ
せ
て
年
間

８
百
人
程
度
の
学
生
の
参
加
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

―

連
携
の
成
果
は
ど
の
よ
う
な
形
で
社
会
に
示
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
具
体
的
な
成
果
指
標
の
イ
メ
ー

ジ
は
あ
り
ま
す
か
。

学
生
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
講
す
る
と
、
課
題
解
決
力
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
な
ど
が
身
に
つ
き
ま
す
。
そ
の

能
力
の
向
上
は
、
新
た
に
構
築
す
る
能
力
評
価
制
度
を

も
っ
て
確
認
し
、
自
治
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
ほ
か
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
等
の
新
た
な
成
長
分
野
と
な
り
う
る

フ
ィ
ー
ル
ド
に
も
学
生
を
送
り
出
し
ま
す
。

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

北
九
州
市
長

北

橋

健

治

世
界
の
環
境
首
都
を
目
指
し
て
い
る
北
九
州
市
で
は
、

市
民
や
企
業
、
大
学
も
参
加
す
る
「
北
九
州
Ｅ
Ｓ
Ｄ
協
議

会
」
が
設
立
さ
れ
、
「
持
続
可
能
な
社
会
」
の
構
築
に
向

け
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
活
動
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
回

の
「
ま
ち
な
か
Ｅ
Ｓ
Ｄ
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
た
実
践
的
人

材
育
成
」
の
取
組
み
は
、
協
議
会
と
の
連
携
に
よ
り
、
さ

ら
に
効
果
的
な
も
の
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
「
ま
ち

な
か
Ｅ
Ｓ
Ｄ
セ
ン
タ
ー
」
は
、
高
等
教
育
に
お
け
る
Ｅ
Ｓ

Ｄ
普
及
を
は
じ
め
、
市
民
全
体
に
意
識
を
根
付
か
せ
、
地

域
課
題
解
決
に
向
け
た
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
と
な

る
で
し
ょ
う
。
Ｅ
Ｓ
Ｄ
活
動
が
市
民
全
体
に
「
つ
な
が
り

」
、
「
ひ
ろ
が
る
」
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

地域再生の核となる大学づくりを推進するため、北九州環境未来都市における地域（社会・産業・行政）と大学が連携し、「環境の取
組を理解し、持続可能な発展を拡げることのできる人材」、「課題に対する実践力を備えた人材」、「卓越したコミュニケーション力
で、人と協働できる人材」の育成を行う取組である。具体的には、国連によって国際的に推奨されているＥＳＤの教育理念を導入し、
環境・福祉・国際理解・開発・人権・平和などの観点から、実践的な地域活動によって地域再生を目指すものである。そのため、北九
州市の中心市街地に参加８大学共同の地域活動拠点となる『まちなかＥＳＤセンター』を設立し、地域再生のための拠点とする。

＜行政機関＞ 
北九州市建築都市局 
各区まちづくり推進課 
北九州市環境局 
北九州市教育委員会 
北九州活性化協議会 
アジア低炭素化センター 

＜産業界・経済界＞ 
北九州商工会議所 
まちづくり応援団(株) 

＜ＥＳＤ関係＞ 
北九州ＥＳＤ協議会 

＜地域住民＞ 
・ＮＰＯ ・町内会 等 

ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド 

九州共立大学

西南女学院大学

九州歯科大学 九州女子大学

西日本工業大学

九州国際大学 産業医科大学

地域ステイクホルダー 
連携他大学（７大学連携）

運営委員
会 まちなかESDセンター 

  

Ｅ
Ｓ
Ｄ
基
礎
理
論
講
座

地域実践プログラム(実習) 
・環境系プロジェクト 
・福祉系プロジェクト 
・国際理解系プロジェクト 
・開発系プロジェクト 
・人権系プロジェクト 
・平和系プロジェクト など 
  

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ 

評
価
（
単
位
化
） 

小学校・中学校 

ＥＳＤ担当
講師派遣

プロジェク
トへのアド
バイス
学生の参加

 

北九州市立大学（申請代表校） 
地域共生教育センター（421Lab）

北九州市立大学 副専攻「環境ＥＳＤプログラム」の一環として参加 

地域問題相談窓口／市民向け広報 

講師派遣 
意見・評価 

地域の課題に

対する相談 

ＥＳＤ教育
の普及、Ｅ
ＳＤ授業プ
ランニング
や講師派遣

要
請

要請

要請

教育機関 

36

取組名称：まちなかＥＳＤセンターを核とした実践的人材育成
取組大学：北九州市立大学（代表校）、九州歯科大学、九州共立大学、九州女子大学、九州国際大学、 産業医科大学、
　　　　　西南女学院大学、西日本工業大学



―

連
携
取
組
で
育
て
た
い
人
材
像
と
は
。

こ
の
取
組
で
目
指
す
の
は
、
医
療
分
野
、
福
祉
分
野
、

工
学
・
技
術
分
野
と
い
う
専
門
性
と
特
色
を
活
か
し
つ
つ
、

学
習
内
容
を
相
互
補
完
・
拡
充
し
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
学
際
的
な
視
野
を
持
っ
た
人
材
の
育
成
で
す
。

―

そ
の
よ
う
な
人
材
を
必
要
と
す
る
背
景
に
は
、
ど
の
よ

う
な
課
題
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

「
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
」
北
九
州
地
域
で
は
、
生
産
年

齢
人
口
の
減
少
を
は
じ
め
、
多
様
な
要
因
で
技
術
・
技
能

の
継
承
が
困
難
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
高
齢
者

の
健
康
増
進
の
視
点
に
立
っ
て
、
就
業
高
齢
者
を
支
援
す

る
こ
と
は
、
福
岡
県
に
お
い
て
緊
急
に
取
り
組
む
べ
き
重

要
な
テ
ー
マ
で
す
。

―

な
ぜ
こ
の
４
大
学
で
連
携
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す

か
。北

九
州
地
域
に
お
け
る
医
歯
工
連
携
の
活
動
が
基
礎
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
を
発
展
さ
せ
て
、
４
大
学
で

タ
ッ
グ
を
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。
医
療
分
野
に
強
み
を

持
つ
九
州
歯
科
大
学
及
び
産
業
医
科
大
学
、
工
学
・
技
術

系
及
び
生
命
工
学
系
に
強
み
を
持
つ
九
州
工
業
大
学
、
福

祉
系
及
び
生
命
工
学
系
に
強
み
を
持
つ
北
九
州
市
立
大
学

に
よ
る
、
学
際
的
職
業
人
育
成
力
を
結
集
し
ま
す
。

―

取
組
は
５
年
間
実
施
し
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
計
画
を
立

て
て
い
ま
す
か
。

平
成

年
度
は
「
北
九
州
地
区
大
学
連
携
教
育
研
究
セ

ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
本
取
組
の
実
施
基
盤
を
確
立
し
ま

す
。
平
成

年
度
か
ら
「
職
業
倫
理
学
特
論
」
を
始
め
と

す
る
連
携
教
育
科
目
に
よ
る
職
業
人
育
成
を
開
始
し
ま
す
。

そ
の
後
、
本
格
的
な
実
施
期
間
を
経
て
、
福
岡
県
に
お
け

る
健
康
増
進
の
視
点
に
立
っ
た
就
業
高
齢
者
支
援
の
拠
点

化
を
目
指
し
ま
す
。
取
組
の
期
間
終
了
後
も
、
地
域
医
療

機
関
と
の
連
携
の
拡
充
な
ど
と
い
う
形
で
、
発
展
的
に
取

組
を
継
続
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
こ
の
事
業
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
で
、
新
た
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

講
義
だ
け
で
な
く
、
新
た
に
各
領
域
の
実
習
や
Ｅ

ラ
ー

ニ
ン
グ
な
ど
に
よ
り
学
際
的
な
職
業
人
育
成
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
福
祉
分
野
と
工
学
・
技
術
分
野
に
造
詣
の

深
い
医
療
職
、
医
療
分
野
と
福
祉
分
野
に
造
詣
の
深
い
工

学
・
技
術
者
、
医
療
分
野
と
工
学
・
技
術
分
野
に
造
詣
の

深
い
福
祉
職
を
、
年
間

名
程
度
「
も
の
づ
く
り
の
ま

ち
」
北
九
州
地
域
に
輩
出
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

―

取
組
の
中
に
は
、
各
大
学
等
で
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た

活
動
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
も
の
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

こ
れ
ま
で
４
大
学
間
で
個
別
に
行
っ
て
き
た
大
学
院
交

流
の
連
携
実
績
を
踏
ま
え
、
よ
り
多
角
的
、
総
合
的
見
地

か
ら
学
際
的
な
単
位
互
換
制
度
を
構
築
し
、
４
大
学
間
連

携
に
よ
る
大
学
院
教
育
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
将
来

的
に
は
、
学
部
教
育
へ
の
拡
充
を
図
る
こ
と
も
視
野
に
入

れ
、
対
象
学
生
の
す
そ
野
の
拡
大
も
目
指
し
ま
す
。

―

連
携
の
成
果
は
ど
の
よ
う
な
形
で
社
会
に
示
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
具
体
的
な
成
果
指
標
の
イ
メ
ー

ジ
は
あ
り
ま
す
か
。

学
生
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
講
す
る
と
多
角
的
で
学
際
的

な
視
野
を
獲
得
す
る
こ
と
で
、
実
践
的
な
問
題
解
決
能
力

を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
能
力
の
向
上
は
、
平

均
Ｇ
Ｐ
Ａ
の
経
年
的
向
上
に
よ
っ
て
確
認
し
ま
す
。
そ
の

間
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
連
携
し
、
学
生
が
自
治
体
や

企
業
を
は
じ
め
と
し
て
、
健
康
増
進
の
視
点
で
高
齢
就
業

者
を
支
援
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
で
広
く
活
躍
す
る
よ
う
全
力

で
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

福
岡
県
知
事

小

川

洋

福
岡
県
に
は
高
度
な
も
の
づ
く
り
の
技
術
力
が
蓄
積
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
団
塊
世
代
の
退
職
や
少
子
化
の

進
行
に
よ
る
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
等
に
よ
り
、
そ
の
継

承
が
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
多
く
の
高
齢
者

は
退
職
後
も
元
気
に
働
き
た
い
と
い
う
意
欲
に
溢
れ
て
い

ま
す
。
高
齢
者
は
就
業
に
あ
た
っ
て
健
康
面
の
関
心
が
高

く
、
４
大
学
の
力
を
結
集
し
、
健
康
増
進
の
視
点
か
ら
高

齢
者
を
支
援
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
本
事
業
は
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
本
県
は
高
齢
者
が
健
康
で
い
き

い
き
と
働
き
活
躍
で
き
る
社
会
づ
く
り
の
実
現
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
４
大
学
と
協
働
し
て
ま
い
り
ま
す
。

取組概要： 生産年齢人口の減少をはじめ、多様な要因により技術・技能の継承が困難となっている「ものづくりのまち」北

九州地域の健康増進の視点に立った就業高齢者支援のための人材育成であり、産業競争力の維持・向上を目指すものである。
本取組では、医療、福祉、工学・技術分野の各専門有資格者等の学習背景の補完・拡充のために、北九州地区大学連携教育研究

センター（仮称）を設置する。加えて、ステークホルダーとの連携・協同教育体制を構築することにより、地域ニーズに応じた学
際的職業人を育成する。これにより、健康増進の視点に立った地域の就業高齢者の支援拠点化を実現し、熟練健康高齢者から若年
者への技術・技能の継承をコーディネートする。さらに、地域住民が安心・安全にいつまでも働ける多世代協同コミュニティーを
実現する。

団
塊
世
代
の
退
職

る
「
も
の
づ
く
り

術
者
の
減
少

「
も
の
づ
く
り

健
康
増
進
に
よ
る

地域のニーズに応じ
た医療・福祉・技術
の学際的視野を持っ

北九州地区大学連携教育研究センターによる人材育成

医療、福祉、工学・
技術分野の各専門
有資格者等の学習

○福祉分野と工学・技術
分野に造詣の深い医療

健
康
増
進
の
視

熟
練
健
康
高
齢

地
域
住
民
が
安

北
九
州
地
域
の
産職

に
よ

り
」
技

少
子
高
齢
化
に
伴
う
生

産
年
齢
人
口
の
減
少

高
齢
者
が
働
き
続
け
る

社
会
環
境
の
整
備
の
遅

れ

り
」
の
都
市
・
北
九
州
に
お
け
る
工
業
技
術
・
技
能
の
継
承
が
困
難

る
「
も
の
づ
く
り
」
技
術
者
の
確
保
の
産
業
競
争
力
の
維
持
が
急
務

▽高齢者が快適に働く地域環境作り

の学際的視野を持っ
た人材育成

○医療分野と工学・技術
分野に造詣の深い福祉
職の育成

▽働く高齢者を支える社会基盤の整備

有資格者等の学習
背景を補完・拡充

分野 造詣 深 療
職の育成

○医療分野と福祉分野
に造詣の深い工学・
技術者の育成

視
点
に
立
っ
た
地
域
に
お
け
る
就
業
高
齢
者
支
援
の
拠
点
化
の
実
現

齢
者
か
ら
若
年
者
へ
の
技
術
・
技
能
の
継
承
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

心
・
安
全
に
い
つ
ま
で
も
働
け
る
多
世
代
協
働
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
実
現

産
業
競
争
力
の
維
持
・
向
上
に
よ
る
継
続
的
な
地
域
活
性
化
を
達
成

民間企業からの
熟練「ものづくり」高齢者を
支援する人材の確保という

要請に応える

行政機関からの高齢者就業率を
高め、産業競争力の維持・向上
による継続的な地域活性化と

いう要請に応える

九州歯科大学九州工業大学 北九州市立大学

北九州商工会議所

産業医科大学

ステークホルダー

連携校

代表校 連携校連携校

北 九 州 市 福 岡 県

ステークホルダーステークホルダー

▽適格なリサーチマインドを有する人材を活用した連携・協働教育体制の構築
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取組名称：地域連携による「ものづくり」継承支援人材育成協働プロジェクト
取組大学：九州歯科大学（代表校）、九州工業大学、北九州市立大学、産業医科大学



―

連
携
取
組
で
育
て
た
い
人
材
像
と
は
。

こ
の
取
組
で
は
、
簡
単
に
職
場
を
辞
め
る
こ
と
な
く
専

門
職
業
人
と
し
て
の
成
長
を
継
続
す
る
と
い
う
特
性
で
あ

る
「
し
な
や
か
な
使
命
感
」
を
持
ち
、
国
際
的
な
場
や
災

害
支
援
の
場
に
お
い
て
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―

そ
の
よ
う
な
人
材
を
必
要
と
す
る
背
景
に
は
、
ど
の
よ

う
な
課
題
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

近
年
、
医
療
現
場
で
は
看
護
職
者
の
早
期
離
職
が
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
際
的
に
活
躍
で
き
る
人
材

や
災
害
時
に
的
確
な
救
援
・
復
旧
を
展
開
で
き
る
人
材
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
社
会
の
要
請
を
受
け
て
、

簡
単
に
辞
め
な
い
看
護
師
、
国
際
協
力
や
災
害
看
護
を
実

践
で
き
る
看
護
師
の
育
成
が
必
要
だ
と
考
え
ま
し
た
。

―

な
ぜ
こ
の
８
大
学
で
連
携
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す

か
。こ

の
８
大
学
は
、
災
害
看
護
や
国
際
看
護
、
産
業
保
健
、

離
島
や
僻
地
で
の
看
護
と
い
っ
た
特
徴
的
な
科
目
を
有
し

て
お
り
、
多
様
な
価
値
を
理
解
し
、
既
存
の
ス
ペ
シ
ャ
リ

テ
ィ
を
超
え
た
付
加
価
値
の
高
い
人
材
を
育
成
す
る
た
め

に
は
、
こ
れ
ら
８
大
学
の
強
み
を
生
か
し
た
連
携
が
必
要

と
考
え
ま
し
た
。

―

取
組
は
５
年
間
実
施
し
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
計
画
を
立

て
て
い
ま
す
か
。

平
成

年
度
は
、
各
大
学
の
事
情
に
沿
っ
た
形
で
具
体

策
を
講
じ
、
必
要
な
シ
ス
テ
ム
整
備
を
行
い
ま
す
。
平
成

～

年
度
に
は
、
統
一
コ
ー
ド
化
を
実
現
し
、
特
徴
科

目
の
相
互
受
講
体
制
の
構
築
、
キ
ャ
リ
ア
像
確
立
講
義
と

合
同
研
修
の
実
施
、
学
生
が
先
輩
看
護
師
と
触
れ
あ
え
る

場
で
あ
る
、
ナ
ー
シ
ン
グ
・
キ
ャ
リ
ア
カ
フ
ェ
の
設
置
を

行
い
ま
す
。
平
成

～

年
度
で
は
、
特
徴
科
目
の
単
位

互
換
を
本
格
的
に
展
開
し
、
取
組
終
了
後
は
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
体
を
組
織
し
、
継
続
し
て
い
く
予
定
で
す
。

―
こ
の
事
業
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
で
、
新
た
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

連
携
校
の
全
学
生
が
『
し
な
や
か
な
使
命
感
』
育
成
の

た
め
の
キ
ャ
リ
ア
像
確
立
講
義
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
ナ
ー
シ
ン
グ
・
キ
ャ
リ
ア
カ
フ
ェ
に

て
横
と
縦
の
関
係
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
希
望
す
る
学
生
は
自
身
の
大
学
だ

け
で
な
く
、
他
大
学
の
国
際
看
護
や
災
害
看
護
な
ど
の
特

徴
科
目
を
履
修
し
、
単
位
互
換
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

自
ら
の
付
加
価
値
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

―

取
組
の
中
に
は
、
各
大
学
等
で
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た

活
動
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
も
の
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

こ
れ
ま
で
一
部
の
大
学
で
は
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
数
回
行

わ
れ
る
程
度
で
し
た
が
、
連
携
し
て
行
う
こ
と
に
よ
り
、

大
学
３
千
人
の
学
生
全
員
に
キ
ャ
リ
ア
教
育
を

回
実

施
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
単
位
互
換
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
各
大
学
が
持
つ
特
徴
が
よ
り
強
化
さ
れ
た

学
生
を
育
成
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。 

―

連
携
の
成
果
は
ど
の
よ
う
な
形
で
社
会
に
示
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
具
体
的
な
成
果
指
標
の
イ
メ
ー

ジ
は
あ
り
ま
す
か
。

こ
の
連
携
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
学
生
の
使
命
感

が
向
上
し
早
期
離
職
を
防
止
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
卒
業
１
年
目
の
新
人
看
護
師
の
離
職
率
を

％
減
少
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
付
加
価
値
を
高
め
た
学
生

を
、
国
際
的
に
活
躍
で
き
る
部
門
へ
毎
年
５
名
以
上
、
災

害
時
に
活
躍
で
き
る
部
門
へ
３
名
以
上
就
職
さ
せ
ま
す
。

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

公
益
社
団
法
人
福
岡
県
看
護
協
会

会
長

神

坂

登
世
子

平
成

年

月
の
法
律
改
正
に
よ
り
新
人
看
護
職
研
修

制
度
が
導
入
さ
れ
、
福
岡
県
看
護
協
会
は
福
岡
県
と
連
携

し
て
、
研
修
責
任
者
、
教
育
担
当
者
、
実
地
指
導
者
と
対

象
別
研
修
を
実
施
し
３
年
目
を
迎
え
ま
す
。
導
入
後
、
新

人
の
離
職
率
は
減
少
傾
向
で
す
が
、
都
市
部
は
依
然
と
し

て
高
く
福
岡
県
も
同
様
で
す
。
連
携
取
組
に
は
新
人
看
護

師
の
離
職
防
止
、
看
護
職
の
確
保
定
着
に
つ
い
て
要
請
し

ま
し
た
。
大
学
の
力
を
結
集
し
、
新
し
い
教
育
モ
デ
ル
を

構
築
し
看
護
専
門
職
と
し
て
使
命
感
を
持
っ
た
学
生
を
育

成
す
る
こ
と
は
、
施
設
を
超
え
て
地
域
で
新
人
を
育
成
す

る
と
い
う
看
護
協
会
の
方
向
性
と
一
致
し
ま
す
。
新
人
看

護
師
の
課
題
を
連
携
取
組
の
メ
ン
バ
ー
と
共
有
し
、
新
人

研
修
の
改
善
等
に
役
立
て
た
い
と
考
え
ま
す
。
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取組名称：多価値尊重社会の実現に寄与する学生を養成する教育共同体の構築
取組大学：福岡県立大学（代表校）、琉球大学、沖縄県立看護大学、名桜大学、国際医療福祉大学、産業医科大学、
　　　　　聖マリア学院大学、日本赤十字九州国際看護大学



―

連
携
取
組
で
育
て
た
い
人
材
像
と
は
。

本
取
組
で
育
て
た
い
人
材
は
、
社
会
共
通
に
必
要
と
な

る
知
識
を
き
ち
ん
と
身
に
つ
け
た
上
で
、
自
ら
主
体
的
に

学
び
、
問
題
の
解
決
を
図
れ
る
人
材
で
す
。

―

そ
の
よ
う
な
人
材
を
必
要
と
す
る
背
景
に
は
、
ど
の
よ

う
な
課
題
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
い
、
様
々
な
変
化
の
中
で

問
題
の
解
決
を
図
れ
る
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
人
材
育
成
に
は
、
社
会
共
通
に
必
要
と
な
る
基
盤

的
な
知
識
を
身
に
つ
け
た
上
で
、
社
会
と
の
関
係
の
中
で

自
ら
主
体
的
に
学
び
続
け
る
姿
勢
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
基
盤
的
な
素
養
は
、
大
学
に
関
係
な
く
求
め
ら

れ
る
内
容
の
た
め
、
大
学
が
連
携
し
て
そ
の
内
容
を
検
討

し
、
大
学
間
で
関
連
す
る
情
報
を
共
有
し
合
う
こ
と
で
、

個
々
の
大
学
の
教
育
力
を
高
め
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

―

な
ぜ
こ
の
８
大
学
・
短
大
で
連
携
す
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
す
か
。

大
学
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
協
議
会
加
盟
大
学
で
は
、
初
年
次

や
キ
ャ
リ
ア
系
の
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
教
材
の
共
有
を
既
に

図
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
事
業
で
は
、
こ
う
し
た
実
績

あ
る
連
携
大
学
の
中
で
、
国
立
・
私
立
・
文
系
・
理
系
・

学
部
・
短
大
の
幅
広
い
フ
ィ
ー
ル
ド
校
が
連
携
し
て
、
英

語
・
日
本
語
・
数
学
・
情
報
の
共
通
の
到
達
度
テ
ス
ト
と

学
修
用
の
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
教
材
を
整
備
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

―

取
組
は
５
年
間
実
施
し
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
計
画
を
立

て
て
い
ま
す
か
。

初
年
度
は
、
入
学
段
階
の
到
達
度
テ
ス
ト
を
検
討
し
ま

す
。
次
年
度
以
降
は
、
大
学
で
学
ぶ
べ
き
基
盤
的
内
容
や

そ
れ
に
関
わ
る
到
達
度
テ
ス
ト
の
整
備
・
実
施
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。
あ
わ
せ
て
各
大
学
に
到
達
度
テ
ス
ト
の
状
況

を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
活
用
し
た

学
び
の
振
り
返
り
と
計
画
作
り
を
学
生
に
行
わ
せ
ま
す
。

事
業
後
半
で
は
、
各
大
学
で
実
施
し
て
い
る
特
色
あ
る
問

題
解
決
学
修
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
共
有
し
、
基
盤
的
な
学
び
を

社
会
を
意
識
し
た
学
び
へ
と
繋
げ
る
取
組
も
試
行
し
ま
す
。

―

こ
の
事
業
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
で
、
新
た
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

毎
年
１
５
０
０
人
～
２
０
０
０
人
の
連
携
大
学
全
体
の

入
学
生
を
対
象
に
共
通
の
到
達
度
テ
ス
ト
の
実
施
を
行
っ

て
い
く
予
定
で
す
。
学
生
は
、
自
ら
の
状
況
を
よ
り
広
い

尺
度
の
中
で
知
る
こ
と
が
で
き
、
自
ら
を
振
り
返
る
良
い

機
会
と
な
り
ま
す
。

―

取
組
の
中
に
は
、
各
大
学
等
で
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た

活
動
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
も
の
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

今
回
の
取
組
で
は
、
大
学
間
で
共
通
の
到
達
度
テ
ス
ト

を
実
施
し
た
上
で
、
主
体
的
に
学
び
を
展
開
す
る
学
修
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、
そ
の
内
容
を
大
学
間
で
共
有

す
る
こ
と
で
、
個
別
の
大
学
の
教
育
の
質
の
向
上
に
繋
が

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
リ
メ
デ
ィ
ア
ル
的
な
位
置
づ
け
で

の
学
修
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
各
大
学
で
数
十
～
１
０

０
名
程
度
の
学
生
の
参
加
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

―

連
携
の
成
果
は
ど
の
よ
う
な
形
で
社
会
に
示
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
具
体
的
な
成
果
指
標
の
イ
メ
ー

ジ
は
あ
り
ま
す
か
。

英
語
・
日
本
語
・
数
学
・
情
報
に
関
す
る
大
学
間
で
共

通
の
到
達
度
テ
ス
ト
の
整
備
を
行
え
ま
す
。
ま
た
、
こ
う

し
た
到
達
度
に
達
し
な
い
学
生
向
け
の
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を

通
じ
た
学
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
学
び
の
環
境
を
ク
ラ
ウ
ド
上
に
整
備
し
て
、
希

望
す
る
多
く
の
大
学
へ
の
提
供
が
可
能
に
な
り
ま
す
。 

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

大
学
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
協
議
会

会
長

岡

本

敏

雄

本
協
議
会
で
は
、
現
代
Ｇ
Ｐ
な
ど
で
先
導
的
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
教
育
を
行
っ
て
き
た
大
学
が
、
Ｇ
Ｐ
終
了
後
も
互
い

に
連
携
し
、
継
続
的
に
教
育
の
質
向
上
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ

ウ
の
共
有
（
教
育
効
果
）
と
基
盤
教
材
の
共
有
（
利
便

性
）
を
図
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
文
科
省
の
施
策
は
確

実
に
根
付
い
て
お
り
、
加
盟
大
学
参
加
の
先
生
方
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
教
授
力
は
年
々
向
上
し
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ま
す
。
今
後
と
も
、
継
続
的
な
施
策
の
展
開
を
お
願
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
協
議
会
で
は
、
今
後
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
上

手
に
活
用
し
た
教
授
方
法
の
確
立
に
向
け
て
、
ｅ
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
の
形
成
的
評
価
、
総
括
的
評
価
に
関
す
る
議
論

を
進
め
て
参
り
ま
す
。
本
事
業
を
通
じ
て
も
、
共
通
基
盤

教
材
を
整
備
し
た
後
の
、
各
大
学
で
の
学
修
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
の
効
果
的
な
ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
関
す
る
運
用

モ
デ
ル
の
構
築
に
努
め
て
頂
き
、

多
く
の
大
学
の
参
考
に
な
っ
て

頂
け
れ
ば
と
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

国立・私立・理系・文系・学部・短大が協力し、英語・数学・日本語・情報等の共通基盤的な教育内容をICT活用で共
有し、かつFD・SDを通じて各大学の教育方法も共有しながら質の高い教育プログラムを展開し、知識を着実に展開
して問題解決にあたれる人材育成を目指す。さらに、ステークホルダの要請に基づき、他大学や地域社会で活用で
きる汎用性の高い学習内容（教材）や方法を構築し、ユニバーサル時代の日本の教育の質向上への寄与を目指す。

◇ 中央教育審議会大学分科会2012：予測困難な時代において

生涯学び続け、主体的に考える力を育成する大学へ

◇ 「大学改革実行プラン」に基づく教育改革の推進

課題、背景

私立大学

千歳科学技術大学

（代表校）

国立大学法人
佐賀大学

私立大学

創価大学
（協働）
●共通基盤教材の整備

ステークホルダ
（協働・要請）

期待される効果

私立大学

北星学園大学

－現eラーニング実施先進大学間連携－

○クラウド上の教育資源

（基盤教材・シラバス・到達度テスト）

①初年次の学修支援

②キャリア系の学修支援

③体験型・交流型の教育プログラム

協力体制：ステークホ
ルダ

大学eラーニング協議会

日本リメディアル教育
学会

日本情報科教育学会

「質の高い学士力の確保」と「主体的な学びの促進」

大学間連携共同教育推進委員会（FD/SD)

（代表校）
佐賀大学創価大学

私立短期大学

桜の聖母短期大学

私立大学

愛知大学

国立大学法人
山梨大学

国立大学法人
愛媛大学

●共通基盤教材の整備
●学習観の整備
●情報の能力定義 等

（要請）
● 実証と水平展開

社会への波及

「他大学や地域社会で活用できる汎用性の高い学習内容（教材）や方法を構築
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取組名称：学士力養成のための共通基盤システムを活用した主体的学びの促進
取組大学：千歳科学技術大学（代表校）、山梨大学、愛媛大学、佐賀大学、北星学園大学、創価大学、愛知大学、
　　　　　桜の聖母短期大学


